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目的 

 

Helical scan data から作成した再構成画像と conventional scan data から再構成

した画像の視覚的な画像の quality の評価 

研究デザイン 

 

□meta-analysis  □systematic review  □DB-RCT  □RCT  □CCT 

□cohort study  □case control study  case series  □case report  □others 

研究施設 日本大学, 東京、日本 

対象患者 乾燥下顎骨 

介入・検査 歯科用 CT および MDCT の data より作成した再構成画像での測定値と実測値

の比較検討。 

歯科用 CT：3Ｄｘ（モリタ） 

 MDCT: ASTERION Super 4 (東芝) 

評価項目 歯槽頂から下顎管上縁までの距離(A), 歯槽頂幅(B) 

統計手法 F 検定 および t 検定 

結果 

 

A, B の測定値に関して、MDCT では実測長と有意差が有ったが、歯科用 CT

では有意差がなかった。歯科用CTでは誤差はA,Bとも 0.01mmであり、MDCT

では、A にて 0.1mm, B にて 0.09mm であった。 

尤度比 

Odds 比 

 

 

結論 歯科用 CT は MDCT より計測誤差は小さかった。 

コメント 

 

 

高分解能の歯科用 CT の距離精度が、MDCT より勝るといった論文である。

対象部位が小照射野でカバーできる時には、歯科用 CT(小照射野)の評価を指

示する論文と考える。 

記載者 筑井 徹 

 


